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中
国
的
民
主
主
義
に
は 

 
 

 
 

 
 

 
 

限
界
が

 

「
顔
見
世
」
訪
米
を
ま
ず

は
無
難
に
終
え
、
国
内
で
の

権
力
基
盤
強
化
を
目
的
と
し

た
「
大
衆
路
線
思
想
教
育
運

動
」
を
開
始
し
た
習
近
平
政

権
の
今
後
の
動
向
に
内
外
の

関
心
が
集
ま
っ
て
い
る
。 

 

そ
の
一
つ
に
民
主
化
問
題

が
あ
る
が
、
わ
が
国
メ
デ
ィ

ア
の
主
流
論
調
は
、「
習
近
平

は
保
守
的
で
、
政
治
の
民
主

化
を
許
さ
な
い
」
と
い
う
も

の
だ
。
こ
の
認
識
は
基
本
的

に
正
し
い
。
も
っ
と
も
、
我
々

が
イ
メ
ー
ジ
す
る
「
民
主
化
」

に
対
す
る
中
国
の
消
極
的
あ

る
い
は
否
定
的
な
姿
勢
は
、

今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な

い
。 

 

中
国
の
民
主
化
を
語
る
場

合
、
確
認
し
て
お
く
べ
き
事

項
が
２
つ
あ
る
。 

 

第
１
に
、「
民
主
」
や
「
民

主
化
」
に
対
す
る
彼
我
の
認

識
の
相
違
で
あ
る
。「
中
国
は

民
主
国
家
か
」
と
の
問
い
に

対
す
る
日
本
人
の
答
え
は
概

ね
ノ
ー
で
あ
ろ
う
。
そ
の
根

拠
は
一
党
独
裁
（
あ
る
い
は
、

野
党
と
呼
ぶ
に
値
す
る
政
治

団
体
の
不
在
）
、
三
権
分
立
の

否
定
、
限
定
的
か
つ
恣
意
的

な
選
挙
制
度
な
ど
が
考
え
ら

え
る
。
一
方
、
中
国
人
（
と

り
わ
け
、
党
や
政
府
の
官
僚
）

の
答
え
の
多
く
は
イ
エ
ス
で

あ
ろ
う
。
曰
く
、
「
中
国
は 

〝
中
国
の
特
色
あ
る
社
会
主

義

民

主

〟

を

実

践

し

て

い

る
」
。 

 

第
２
に
、
い
わ
ゆ
る
民
主

活
動
家
の
影
響
力
は
、
残
念

な
が
ら
微
々
た
る
も
の
だ
と

い
う
点
だ
。
劉
暁
波
氏
の
ノ

ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
は
中
国

の
民
主
化
の
歴
史
に
確
か
に

新
た
な
１
ペ
ー
ジ
を
加
え
た
。 

 

し
か
し
、
彼
を
含
め
、
民

主
活
動
家
と
そ
の
活
動
は
、

事
実
上
の
海
外
追
放
や
厳
し

い
監
視
な
ど
で
、
極
め
て
「
効

果
的
に
」
抑
え
込
ま
れ
て
い

る
。 

 

そ
れ
で
は
、
共
産
党
統
治

下
に
お
け
る
民
主
の
実
態
、

彼
ら
が
標
榜
す
る
民
主
的
政

治
制
度
と
は
一
体
ど
の
よ
う

な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。 

 

「
西
側
の
政
治
モ
デ
ル
は

決
し
て
真
似
し
な
い
」
と
の

文
言
も
確
認
で
き
る
党
第

18

回
全
国
代
表
大
会
報
告
（
２

０
１
２
年

11
月

８
日
）
で
は
、

彼
ら
の
言
う
と
こ
ろ
の
民
主

的
政
治
制
度
を
体
現
す
る
二

つ
の
柱
と
し
て
、「
人
民
代
表

大
会
制
度
」
と
「
社
会
主
義

協
商
民
主
制
度
」
が
あ
げ
ら

れ
て
い
る
。 

 

憲
法
で
「
国
家
権
力
機
関
」

と
さ
れ
る
人
民
代
表
大
会
は
、

「
法
の
定
め
た
手
順
に
従
っ

て
、
党
の
主
張
を
国
家
の
意

志
に
変
え
る
」
場
で
あ
る
。 

 

１
９
５
０
年
代
後
半
か
ら

約

20
年
間
続
い
た
政
治
的
混

乱
に
終
止
符
を
打
ち
、
高
度

経
済
成
長
を
実
現
さ
せ
た
改

革
開
放
政
策
の
下
で
、
中
国

の
法
整
備
は
確
か
に
著
し
く

進
ん
だ
。
こ
の
意
味
で
、
立

法
権
を
司
る
人
民
代
表
大
会

の
地
位
向
上
は
、
中
国
の
政

治
的
民
主
化
に
大
き
く
寄
与

し
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ

は
、
大
会
代
表
の
約

７
割
を

共
産
党
員
で
占
め
る
こ
と
、

大
会
常
務
委
員
会
や
事
務
機

関
に
各
種
党
組
織
を
張
り
巡

ら
せ
る
こ
と
な
ど
、
決
し
て

民
主
的
と
は
言
え
な
い
共
産

党
の
排
他
的
指
導
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
こ
そ
、「
中
国
の
特
色
あ

る
社
会
主
義
」
民
主
の
真
骨

頂
だ
と
言
え
よ
う
。 

 

社
会
主
義
協
商
民
主
制
度

の
主
要
な
実
践
の
場
は
政
治

協
商
会
議
で
あ
る
。
共
産
党

は
近
年
、
改
革
開
放
に
よ
っ

て
生
ま
れ
た
新
興
勢
力
（
最

も
典
型
的
な
の
は
私
営
企
業

主
）
を
同
会
議
に
参
加
さ
せ

て
い
る
（
「
３
つ
の
代
表
」
の

党
外
版
）
。 

 

従
来
の
エ
リ
ー
ト
層
と
は

明
ら
か
に
異
な
る
価
値
観
や

利
害
関
係
を
持
つ
人
々
を
政

治
に
参
加
さ
せ
、
彼
ら
の
主

張
を
集
約
し
、
政
策
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
を
志
向
す
る
こ

の
政
策
に
は
、
確
か
に
民
主
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的
要
素
が
う
か
が
え
る
。 

 
し
か
し
、
共
産
党
の
目
的

は
、
そ
の
よ
う
な
方
法
で
自

ら
の
統
治
の
正
統
性
を
高
め

る
こ
と
に
あ
る
た
め
、
党
は

新
興
勢
力
の
政
治
参
加
を
促

す
一
方
で
、
そ
れ
を
厳
格
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
。 

 

さ
ら
に
、
政
治
協
商
会
議

は
あ
く
ま
で
も
党
や
人
民
代

表
大
会
に
対
す
る
諮
問
機
関

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
改

革
に
よ
っ
て
も
中
国
の
将
来

が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と

は
考
え
に
く
い
。 

 

中
国
に
お
け
る
政
治
の
民

主
化
に
つ
い
て
語
る
と
き
、

こ
れ
ら
に
も
ま
し
て
重
要
な

の
は
「
党
内
民
主
」
の
推
進
、

具
体
的
に
は
党
代
表
大
会
の

年
会
化
と
代
表
の
常
任
化
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
、

全
国
代
表
大
会
の
場
合
、
大

会
が
５
年
の
任
期
中
に
１
回

し
か
開
催
さ
れ
な
い
と
い
う

現
状
を
改
め
、
代
表
大
会
と

そ
の
代
表
に
実
質
的
な
権
限

を
付
与
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
あ
る
。 

 

「
全
国
代
表
大
会
と
中
央

委
員
会
は
党
の
最
高
指
導
機

関
で
あ
る
」
と
す
る
党
規
約

が
順
守
さ
れ
て
い
な
い
現
状

を
改
め
る
試
み
だ
。 

 

し
か
し
、
こ
の
試
み
は
、

現
在
の
最
高
指
導
機
関
で
あ

る
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会

と
の
役
割
分
担
や
常
務
委
員

会
自
体
の
存
在
意
義
、
ひ
い

て
は
、
最
高
指
導
者
（
総
書

記
）
の
果
た
す
べ
き
役
割
と

い
っ
た
極
め
て
敏
感
な
テ
ー

マ
に
リ
ン
ク
す
る
。 

 

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う

な
改
革
は
か
け
声
倒
れ
に
終

わ
る
か
、
中
途
半
端
に
お
茶

を
濁
し
て
終
了
す
る
可
能
性

が
高
い
。 

 

政
治
の
民
主
化
は
、
確
か

に
「
中
国
の
か
か
え
る
問
題
」

群
の
一
つ
で
は
あ
る
。
昨
夏

以
来
、
国
家
間
関
係
と
対
中

感
情
が
悪
化
し
て
い
る
現
状

に
鑑
み
る
と
、
わ
が
国
で
こ

の
種
の
期
待
感
が
膨
ら
む
の

は
理
解
で
き
な
く
も
な
い
。 

 

し
か
し
、
中
国
の
権
力
中

枢
に
と
っ
て
、
こ
の
問
題
の

プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
ー
は
極
め

て
低
い
の
が
現
実
だ
。
我
々

に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
あ
く

ま
で
も
中
国
の
実
態
に
基
づ

い
た
客
観
的
考
察
で
あ
り
、

判
断
で
あ
る
。 

 

中
国
の
民
主
化
と
い
う
問

題
は
、
時
代
に
マ
ッ
チ
し
た

一
党
支
配
を
追
求
す
る
共
産

党
自
身
の
政
策
と
実
践
の
延

長
線
上
に
お
い
て
展
望
す
べ

き
も
の
だ
。
そ
し
て
、
そ
の

行
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
の
は
党
指
導
部
、
政
府
官

僚
、
大
型
有
力
企
業
経
営
陣
、

解
放
軍
な
ど
既
得
権
益
層
の

動
向
に
他
な
ら
な
い
。
国
際

社
会
と
の
さ
ら
な
る
交
流
と

融
合
の
な
か
で
、
彼
ら
自
身

が
「
和
平
演
変
」（
こ
の
中
国

語
は
、
本
来
、
西
欧
的
価
値

観
の
浸
透
に
よ
る
体
制
崩
壊

や
転
覆
を
意
味
す
る
た
め
、

否
定
的
に
用
い
ら
れ
る
）
の

必
要
性
を
感
じ
、
我
々
と
の

間
で
よ
り
多
く
の
共
通
項
を

持
つ
民
主
的
社
会
へ
と
ソ
フ

ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
、
長
期
的
ス
パ
ン

で
の
焦
点
で
あ
る
。 

 

基
本
的
に
は
第
三
者
で
あ

る
我
々
と
し
て
は
、
各
界
、

各
レ
ベ
ル
に
お
け
る
地
道
な

交
流
を
通
じ
た
側
面
的
支
援
、

例
え
ば
、
リ
ベ
ラ
ル
層
の
開

拓
と
連
携
な
ど
に
関
心
と
行

動
を
傾
注
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
よ
う
な
文
脈
に
お
い

て
も
、
日
中
政
治
関
係
の
早

期
改
善
が
待
た
れ
る
。 

 
 


